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広

報

今
年
は
暖
冬
。
桜
な
ど
花
の
開
花
が
早
ま
り
そ
う
で
す
。
今
号
は
、

市
内
の
公
園
や
遊
歩
道
の
お
花
見
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
、
各
公
園
に
は
、
コ
ブ
シ
や

モ
ク
レ
ン
な
ど
が
咲
い
て
い
ま
す
。

3
月
下
旬
か
ら
サ
ク
ラ
(
写
真
の

公
園
ほ
か
、
布
佐
南
公
園
、
気
象
台

記
念
公
園
)
、

4
月
中
旬
か
ら
レ
ン

ゲ
(
手
賀
沼
親
水
広
場
周
辺
、
利
根

川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
)
、
下
旬
か
ら
ツ

ツ
ジ
類
(
市
内
の
各
公
園
)
が
見
ご

ろ
に
な
る
と
恩
わ
れ
ま
す
。
春
は
ほ

か
に
も
、
多
く
の
種
類
の
花
が
公
園

に
咲
き
ま
す
。

ご
家
族
や
友
達
と
、
我
孫
子
の
春

を
満
喫
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

圃
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
4企手賀沼遊歩道(約5km) !こは約400本の桜ガ咲き誇ります(昨年4月上旬lこ若松で撮影)

菜
の
花
、が
そ
ろ
そ
ろ
見
ご
ろ
巴

市
と
側
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、

手
賀
沼
沿
い
の
美
化
と
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
の
た
め
、
土
地
所
有
者
と
共
同

で
約
5
0
0
0
ぱ
の
土
地
に
菜
の
花

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

こ
の
菜
の
花
は
、

3
月
中
旬
こ
ろ

が
見
ご
ろ
に
な
り
そ
う
で
す
。

開
花
期
間
の
土
・
日
曜
日
に
は
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

莱
の
花
や
食
用
ナ
パ
ナ
の
摘
み
取
り

(
有
料
)
、
餅
っ
き
と
販
売
、
新
鮮

野
菜
の
販
売
、
菜
の
花
畑
の
中
で
の

ミ
ニ

S
L
の
運
行
(
有
料
)
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

企利根川ゅうゅう公園企宮ノ森公園

日
時

3
月
幻
日
冊
・
幻
自
国

-m

日
制
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
(
雨

天
中
止
)

場
所
根
戸
新
田
(
手
賀
沼
ふ
れ
あ

い
ラ
イ
ン
沿
い
、
我
孫
子
駅
南
口
下

車
徒
歩
約
お
分
)
〈
左
図
参
照
〉

入
場
料
無
料

圃
農
政
課
・
内
線
5
1
2

4
『案
内
図

企昨年の「菜の花畑J

鳥の博物館f奮のイベントjレシタサイワIL嘗傭み中lま毎日営業
申し込み電話で鳥の博物館D7185・

2212ヘ

( 属笛で遜ぽラ 〉

紙コップとストローを使った簡単な

鳥笛を作って遊びます。

日時 3月28日但)、 4月3日目、 10日

出午前11聞から正午
場所 鳥の博物館体験学習室

参加費無料(入館料は必要)

申し込み不要

圃鳥の博物館D7185・2212

( 属ヴライター作り 〉

材料は薄くスライスした発泡スチロ

ールと重りのシールだけ。どんな形で、

どこに重心を置くと長く飛行するかを

考えながらグライダーを作ります。

日時 3月27日凶午前10閏30分から

正午

場所鳥の博物館講堂

定員先着20人

※小学校低学年は保護者同伴。

参加費無料(入館料は必要)

ミ二Sしの運行は4月中旬から

持議
どのステーションへも自由にできます)

料金 レンタサイクル (22"'26インチ)

...300円(小学生以下100円)

園側あゆみの郷公社D7183・1130(月

・土・日曜日、祝日を除く)

※ミ二Sしは、手賀沼公園の改修工事のた
め4月中旬から営業を開始する予定です。

制あゆみの郷公社では、春休み期間中、

レンタサイクjレを月曜日を除き毎日営業し

ます。

営業日 3月20日制から4月4日(日)(3 
月22日開と29日明)はお休み)、以降は

土・日曜日・祝日(雨天・荒天聞は休業)

営業時間 午前9時から午後4閏(4月か

ら9月までは午後5暗まで)
場所 手賀沼公園、鳥の博物館、サイクル

パーク我弼子南、サイクルパーク天王台南、

柏市民体育館、道の駅しようなん(返却は

み 線田成利便とて〉もで力のなん
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ご
存
じ
で
す
か

老

人

-ー-
。
対
象
は
百
歳
以
上
の
方

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
汚
歳

以
上
(
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
臼

歳
以
上
)
の
方
が
対
象
で
す
。

た
だ
し、

す
で
に
老
人
医
療
の
受

給
者
に
な
っ
て
い
る
方
(
昭
和
7
年

9
月
初
日
以
前
生
ま
れ
の
方
)
は
そ

の
ま
ま
老
人
医
療
の
受
給
者
と
な
り

ま
す。
※
昭
和
7
年
目
月
1
日
以
降
生
ま
れ

の
方
は
、
初
歳
か
ら
九
歳
ま
で
、
加

入
す
る
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
と

な
り
、
老
人
医
療
と
同
様
の
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す。

。
老
人
医
樺
の
受
給
者
に
な
る
と

市
か
ら

一
部
負
担
金
の
割
合

(
1

割
ま
た
は
2
割
)
が
記
載
さ
れ
た
「老

人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
」
(
白
色
)

t1 怠

世代と世代の衰え含い

国民年金

第1113号

医

療

が
交
付
さ
れ
ま
す。

※
昭
和
7
年
目
月
1
日
以
降
生
ま
れ

の
方
は
、
加
歳
か
ら
九
歳
ま
で
、
加

入
す
る
健
康
保
険
か
ら

「高
齢
受
給

者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す。

。
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き

「健
康
保
険
証
」「
老
人
医
療
受
給

者
証
」
(
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
)
「健
康
手
帳
」
の
3
つ

を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

。
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
高

額
医
癒
費

治
療
な
ど
に
か
か
っ
た
費
用
の
1

割
(
二
賃
上
の
所
得
が
あ
る
方
は

2
割
)
を
支
払
い
ま
す。

外
来
は、

1
カ
月
の
支
払
い
が
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
あ
と
か
ら
高

高
齢
者
の
生
活
を
衰
え
る

加
入
書
の
保
隙
斜

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は、

世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
で
成
り
立

つ
、
社
会
連
帯
の
制
度
で
す
。

制
度
の
加
入
者
(
被
保
険
者
)
の

納
め
た
保
険
料
は
、
高
齢
世
代
の

方
々
に
支
払
わ
れ
る
年
金
の
財
源
と

な
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
現
在
の
加
入
者
が
高

齢
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ま
で
の

保
険
料
の
納
付
実
績
に
応
じ
て
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

日
本
に
住
む
却
歳
か
ら

ω歳
ま
で

の
す
べ
て
の
方
は、

国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
に
加
入
し、

保
険
料
を
納
め

る
こ
と
は
、
社
会
連
帯
の
制
度
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
将
来、

年
金
を

受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す。

副

鹿

額
医
療
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す。

(
該
当
者
に
は
診
療
月
か
ら
約
3
カ

月
後
に
、市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

入
院
は、

保
険
適
用
の
治
療
費
は

月
額
の
上
限
ま
で
の
支
払
い
と
な
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
食
事
代
の

一
部

を
支
払
い
ま
す

(
表
参
照
)
。

※
保
険
適
用
外
の
も
の
(
室
料
の
差

額
や
お
む
つ
代
な
ど
)
は、

別
に
実

費
の
支
払
い
が
必
要
に
な
り
ま
す。

。

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
と
は

①
各
種
控
除
後
の
市
民
税
課
税
所
得

が
1
2
4万
円
以
上
の
老
人
医
療
受

給
者
②
各
種
控
除
後
の
市
民
税
課

税
所
得
が
1
2
4
万
円
以
上
の
初
歳

以
上
の
方
(
臼
歳
以
上
の
老
人
医
療

受
給
者
も
含
む
)
と
同
じ
世
帯
の
老

人
医
療
受
給
者

今
後
、
年
金
の
話
に
接
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
分
自
身
の
将

来
の
問
題
と
受
け
止
め、

年
金
制
度

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
し

ょ
、っ。

保
険
制
の
納
付
ガ

コ
シ
ヒ
ニ
エ
シ
ス
ス
ト
?
で
宅

4
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

(
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
1
ト、

ロ
1
ソ
ン
、
サ
ン
ク
ス
な

ど
)
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す。

平
成
時
年
4
月
以
降
に
発
行
さ
れ

る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
舎
を
使

っ
た
納
付
か
ら
利
用
で
き
ま
す。

近
く
に
銀
行
や
郵
便
局
が
な
い
方

や
忙
し
い
方
な
ど
も
納
め
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

圃

松
戸
社
会
保
険
事
務
所
宮
0
4

7
・
3
4
5
・
5
5
2
5

こんなとき|こは届け出を
こんなとき いつまで 必要なもの

転 入 14日以内健康保険証、負担
したとき 区分証明書

転出
転出するとき

したとき

転居
したとき

死亡
したとき

健康保険が
変わったとき

差

是去

を
あ
り
が
とし、

※
た
だ
し
、
老
人
医
療
受
給
者
と
初

歳
以
上
の
方
の
収
入
の
合
計
が
次
の

額
に
満
た
な
い
場
合
は、

届
け
出
に

よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す。

*
世
帯
に
初
歳
以
上
と
老
人
医
療
受

給
者
が
2
人
以
上
い
る
場
合
:・
6
3

7
万
円

事
世
帯
に
老
人
医
療
受
給

者
が
1
人
の
場
合
・:
4
5
0
万
円

。
低
所
得
の
方
は
負
担
を
軽
減

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
場

合
は、

申
請
す
る
と
入
院
時
の
限
度

老人医療受給者証

日
月
E
E
 

る

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
温
か
い
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た。

ご
厚
意
は
、
趣
旨
に
沿
っ
て
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

つ
く
し
野
み
ず
き
会
様
、
我
孫
子
市

民
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
様
、
流
通
経

済
大
学
様
、
鈴
木
朋
子
様
、
富
山
時

子
様
、
中
村
幸
夫
棟
、
千
葉
県
理
容

生
活
衛
生
開
業
組
合
我
孫
子
支
部
様
、

陶
炎
様
、
二
階
堂
阜
寿
様
、
日
本
の

心
を
歌
、
っ
会
様
、
丹
保
君
江
様
、
江

藤
勇
様
、
室
井
和
恵
様
、
D
・
A
-

D

A

(寧
容

を
贈
る
ダ
ン
ス
の

会
)
様
、
合
田
敏
子
様
、
増
田
よ
し

様
、
天
王
台
地
区
市
民
ま
つ
り
実
行

委
員
会
様
、
マ
マ

M
A
T
E様
、
我

額
と
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
ま
す。

外
来
で
も
、
高
額
医
療
費
を
計
算

す
る
際
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す。

介
護
支
援
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

求
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
傷
害

を
受
け
た
場
合
に
も
、

老
人
医
療
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

そ
の
場
合
は
介
護
支
援
課
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

圃

介
護
支
援
謀
・
内
線
4
1
4

新しい健康保険証
老人医療受給者誼

健康保険証、障害
の程度がわかるも
の(身体障害者手
帳、国民年金証書、
療育手帳など)

14日以内

65歳以上で
寝たきりな
ど一定以上なるべく早〈
の障害にな
ったとき

-
つ
}
』

孫
子
太
子
会
湖
北
支
部
様
、
古
利
根

の
自
然
を
守
る
会
様
、
我
孫
子
郵
便

局
様
、
有
限
会
社
美
容
室
ミ
キ
ノ
様
、

東
我
孫
子
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、

鈴
木
謙
棟
、
湖
北
台
西
小
学
校
様
、

高
橋
和
答
子
様
、
中
央
学
院
高
校
2

年
2
組
様
、
藤
和
天
王
台
ハ
イ
タ
ウ

ン
管
理
組
合
様
、
我
孫
子
市
北
部
地

域
文
化
祭
実
行
委
員
会
様
、
N
T
T

東
寝
支
庖
様
、
実
武
道
会
館
代
表

百
々
和
昭
様
、
伊
藤
幸
雄
様
、
T
-

Y
様
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第

二
団
様
、
明
治
大
学
校
友
会
我
孫
子

支
部
様
、
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル・

ミ
モ
ザ
代
表
芳
賀
晴
江
様
、
明
る
い

社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
様
、
我
孫

子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
松
戸
友

と入院時の食事代

区 分
外来 入院時と世帯ごとの限度額 1日あたり
(個人ごと) の食事代

一定以上の所得がある方など
40，2∞ 円

72，3∞円+(医療費-361，5ω円)x1 % 
(2割負t日の方) ※4回目からは40，200円 7釦 円

一般の方 12，0∞ 円 40，2∞ 円

世帯全員が市民税非課税の方
24，6∞ 円

650円
(入院が90日を超えた場合) (500円)

世帯全員が市民税非課税で、
8，∞0円

所得が一定基準以下の方 15，0∞ 円 300円

V一部負担金の限度額(月額)

題

い
ま
す

の
会
北
相
方
面
様
、
あ
ぴ
こ
市
民
ク

リ
ス
マ
ス
実
行
委
員
会
様
、
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第

一
団
様
、
我
孫

子
商
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
第
ロ
四

歳
末
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
棟
、
日

本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
湖
北
台
教
会
教

会
学
校
様
、
中
央
学
院
高
校
3
年
2

組
様
、
長
谷
川
ト
ミ
子
様
、
小
野
友

之
助
様
、
東
日
本
ガ
ス
株
式
会
社
棟
、

つ
く
し
野
西
自
治
会
中
学
生
会
様
、

市
町
村
合
併
推
進
市
民
会
議
我
孫
子

市
支
部
様
、
さ
わ
ら
ぴ
会
会
長
藤
井

清
美
様
、
湖
北
中
学
校
2
年
4
組
様

(
受
け
付
け
順
。

2
月
訂
日
受
け
付

け
分
ま
で
)

※
こ
の
ほ
か
に
7
件
、
匿
名
で
の
温

か
い
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た。

ざ話

ご協フケを窃~~t?概査に農地転用許可等の

権限のー部を市に移譲

我採子都市計画を変更
関係図書は甜市計画課で

ご覧!こなれます
の固い、侵入警報装置の設置なとをする

車上ねらい対策

*車から離れるとき、車内にバッグや衣類、

免許証などを置かない

*防犯力メラやセンサーライトを設置する

警察からのあ願い

不審な人や車を見たら、特徴やナンバー

をメモするなどして迷わず110番通報を
してください。万一被害に遭ってしまった

ら、警察官が到着するまで「そのままJの
状態を保存してください。現場には、犯人

に結びつく手がかりが残されています。

圃我孫子警察署O7182・0110

平成15年中、我張子市内の窃盗事件の
発生は2500件を超えました。その中でも
住宅への侵入窃盗と車上ねらいが増加して

います。空き巣ねらいでは、ガラスを破り

侵入するほか「ピッキングJと呼ばれる特
殊な工異を使用する手口も増加しています。

警察では、犯人検挙に全力を挙げていま

す。犯罪のない住みよい街づくりのために、

皆さんのご協力をお願いします。

空き巣ねらい対策

*留守にするときは必ず施錠し、隣近所に

「ひと声Jを掛け、お互いに目を光らせる
*ピッキングlこ強い錠との突換や、内鍵ヘ

4月1日から、2ヘクタール以下

の農地を農地以外のものにしようと

する場合(農地転用)の許可事務は

市の農業委員会が行います。

これは、これまで千葉県知事が

行っていた、農地法に基づく許可の

権限を市に移譲するもので、違反転

用への是正指導な芯付随する事務

も農業委員会で行います。

※詳しくは、農業委員会事務局・内

線362へお問い合わせください。

我孫子都市計画を3月2目、変更

しました。関係図書は、関庁日に都

市計画課(市役jifi東別館1階)でご

覧になれます。

内容 ①我課子都市計画道路3・5・
16号我課子・布佐線…中峠字宿通

南付近の変更 ②我孫子都市計画用

途地域・・・道路変更に伴う用途地域の

変更 ①我孫子都市計画高度地区・・

道路変更に伴う高度地区の変更

園都市計画課・肉離577

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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手
賀
沼
の
ほ
と
り
で
お
米
作
り
を

傭
験
水
田
の
参
加
者
を
募
集

手
賀
沼
の
ほ
と
り
の
自
然
豊
か
な

高
野
山
新
田
で
、
お
米
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

作
業
の
指
導
は
、
体
験
水
田
を
開

設
す
る
農
家
の
方
が
行
い
ま
す
。

~ -.. ti 怠
......，L..，. 

セイ主山富市
募
集
内
容

下
表
を
参
照

入
居
資
格

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
①
市
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方
②
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
方
③
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
④
同
居
ま
た
は
同
居
予

定
の
親
族
が
あ
る
方

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所

鈴
木
農
園
(
高
野
山
新
田
)

内
容

田
植
え
、
稲
刈
り
、
収
穫
祭

ほ
カ
対
象
・
客
員
米
作
り
に
興
味
の
あ

る
方
、
先
着
1
0
0
人
(
原
則
と
し

て
家
族
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
)
体
験
料

1
人
2
0
0
0
円
(
未
就

学
児
は
無
料
)

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参

加
者
会
員
の
氏
名

・
年
齢
を
明
記
し
、

4
月
初
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
-

9
2
市
役
所
農
政
課
(
住
所
省
略

可
)
へ

圃

農
政
課

・
内
線
5
1
2

※
単
身
者
は
、
年
齢
印
歳
以
上
な
ど

の
条
件
に
よ
り
入
居
可
能

入
居
資
格
収
入
基
準

(
月
収
額
)

。
一
般
世
帯

:-
m万
円
以
下

O
高

齢
者

・
障
害
者
の
世
帯
:・
お
万
8
0

0
0
円
以
下

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

3
月
日

日
か
ら
4
月
8
日

必
要
書
類

市
営
住
宅
入
居
申
込
書
、

市
営
住
宅
入
居
調
書
、
入
居
者
会
員

の
住
民
票
(
外
国
人
は
受
録
原
票
記

載
事
項
証
明
書
)
、
入
居
者
全
員
の

所
得
を
証
明
す
る
書
類
(
学
生
は
学

生
証
の
写
し
)

※
申
込
者
の
状
況
に
よ
り
、
こ
の
ほ

か
に
も
証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
居
可
能
日

6
月
1
日

※
落
選
者
は
、

1
年
間
ま
た
は
次
回

募
集
ま
で
補
欠
者
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
す
。
(
今
回
申
し
込
ん
だ
住
宅
の

み
)
圃

施
設
建
設
課
・
内
線
5
7
0

お予さんを

犯罪・嚢通事故から
寄るう

。
犯
罪
か
ら
守
ろ
う

最
近
、
幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し

た
誘
拐
事
件
や
殺
傷
事
件
が
各
地
で

起
き
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
お
子
さ
ん
も
含
め
、
家
族
み
ん

な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

手
ど
も
の
3
つ
の
お
や
く
そ
く

*
知
ら
な
い
人
に
、
い
っ
し
ょ
に
つ

い
て
い
か
な
い

*
つ
れ
て
い
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

大
声
で
き
け
ぶ

*
あ
ぶ
な
い
め
に
あ
っ
た
ら

・
あ
い

そ
う
に
な
っ
た
ら
、
近
く
の

。子
ど

も
1
1
0
番
の
家
。
や
お
庖
に
と
ぴ

こ
む
保
護
者
の
方
へ

*
子
ど
も
の
行
き
先
を
必
ず
確
認
し
、

一
人
で
は
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
、
っ

*
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
も
注
意
し
、

あ
や
し
い
人
を
見
か
け
た
ら

「
ひ
と

芝
か
け
ま
し
ょ
う

*
子
ど
も
が
連
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
を
見
た
ら
、
大
声
で
近
く

の
人
に
知
ら
せ
、
協
力
し
て
人
相
や

寧
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
を
覚
え
、
す
ぐ

に
1
1
0
香
し
ま
し
ょ
う

*
地
域
の
み
ん
な
で
安
全
な
環
境
を

つ
く
り
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り

ま
し
ょ
う

住宅名称 募戸集数 間取り 家賃月額 階数 所在地 E輔 交通 年建築度

(1単戸) 畳20・DKK() 6畳・4.519，600円~1陪 有

書暮
32，500円 高野山

ト一一一ー
天王台駅から

1戸
3 0 K (6畳・27，500円~3階

537の1
有
徒歩約12分

6畳4.5畳・oK) 45，600円
東我孫子B1戸3 0 K (6畳・23，300円~1階東我孫子 有 東ら徒我孫歩子約駅5分か5昭9和年6畳4.5畳・oK) 38，600円 1の31
根古屋 1戸

3 0 K (6畳・18，300円~3階中 峠 有 湖北駅から徒 平成
6畳4.5畳・oK) 30，300円 2998 歩約15分 元年
1戸 3 K (6畳・4.59，400円~3階 無 昭和

日 秀
(単)畳'3畳.K) 15，600円

日秀132ト一一ー湖約北駅22かaら徒曜(1単戸) 
3 K (6畳・4.59，800円~1階 無

歩分
畳'3畳.K) 16，200円

北 原 1戸3 0 K (6畳・28，100円~4階新木野2有 新木約駅6から徒 平9成年6畳6.5畳・oK) 46，500円 の3の9 歩分

v募集内容

※家賃は収入により4段階になっています。
※高齢者・障害者世帯は、基準額により家貫カで変わることがあります。
※(単)は、単身者の入居カ可能です。

。
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

平
成
日
年
に
我
孫
子
嘗
察
所
管
内

で
は
、
幼
児
、
小
・
中
学
生
、
高
校

生
の
関
係
す
る
究
通
事
故
が
臼
件
発

生
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は

「寧
と

自
転
車
」
の
事
故
が
半
数
以
上
を
占

め
、
次
い
で

「寧
と
実
行
者
」
と
な

っ
て
い
ま
す
(表
参
照
)。

道
路
を
歩
く
と
き
や
、
自
転
車
に

乗
る
と
き
は
、
「
止
ま
る
』
「
見

る
』
「
待
つ
』
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

圃

我
孫
子
普
察
署
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
 

舟
エ枠
混
生
跡

母
守
宮
'

a
巾
・
活
鹿

児
浅

川
叩
山
川

中
吋市
年
幼
時
釦

時
禍
怯
依

市

T
-品開
v
 
歩行者 自転車バイ'J等

4件

1件

37件

0件

17件

2件

車

自転車

あ

び
....， 
ιー

湖
北
台
在
住
の
助
産
師
・
栗
山
光

子
さ
ん

写

真
)
が
2
月
口
日

「第

詑
回
医
療
功
労
賞
」

(
読
売
新
聞
社

主
催
、
厚
生
労
働
省
な
ど
後
援
)
の

県
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
貨
は
、
地
域
医
療
の
分
野
で

長
年
、
貢
献
し
て
き
た
医
罪
従
事
者

の
功
績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

栗
山
さ
ん
は
、
幻
年
間
の
病
院
勤

米
穀
取
扱
業
者

「
登
録
制
」
か
ら

「
届
出
制
」

0件

平
成
時
年
4
月
1
日
か
ら
米
穀
取

扱
事
業
者
は

「届
出
制
」
に
変
わ
り

ま
す
。新
し
い
制
度
の
概
要
は
、

①
米
穀

の
出
荷
や
販
売
の
事
業
を
行
お
う
と

す
る
者
は
、
事
業
開
始
前
に
農
政
事

務
所
に

「
開
始
届
」
を
提
出
(
年
間

事
業
規
模
が
却
精
米
ト
ン
未
満
の
者

を
除
く
)
②
届
出
事
業
者
は
、
届
出

事
項
の
変
更
や
事
業
を
廃
止
し
た
と

き
は
遅
滞
な
く
変
更
届
ま
た
は
廃
止

屈
を
提
出
、
な
ど
で
す
。

※
経
過
措
置
な
ど
詳
し
く
は
、
農
林

水
産
省
千
葉
農
政
事
務
所
宮
0
4
3

.
2
2
4
・
5
6
1
5
へ。

1件2件バイク等

あ

れ

....， 
ιー

れ

務
を
経
て
、
昭
和
必
年
湖
北
台
に

「栗
山
助
産
院
」
を
開
業
。
家
庭
的

な
雰
囲
気
、
家
族
ぐ
る
み
の
ケ
ア
を

大
切
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

開
業
当
時
、
助
産
院
で
の
お
産
は

年
間
1
0
0
人
を
超
え
る
年
も
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
現
在
は
月
に
数
件
の

お
産
が
あ
る
程
度
で
す
が

「自
分
を

頼
り
に
し
て
い
る
人
が
い
る
限
り
、

助
産
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
人
生
前

進
あ
る
の
み
」
と
温
か
い
笑
顔
で
語

り
ま
す
。

%
歳
に
な
っ
た
今
で
も
、
ま
だ
ま

だ
現
役
。
新
し
い
生
命
が
誕
生
す
る

場
に
携
わ
る
と
い
う
幸
福
感
、
充
実

感
が
栗
山
さ
ん
の
元
気
の
源
で
す
。

栗
山
光
子
さ
ん
が
医
療
功
労
賞
県
表
彰
を
受
賞

頼
り
に
し
て
い
る
人
が
い
る
限
り
助
産
を '" 

頭と指を使っτ
マージャン老化防止健

日時 5月13日から7月22日までの毎月第2・4木曜日、午前10時から正午 (7

月22日は午後1時まで。全6回)

蝿所アビスタ

対象 市内在住の60歳以上のマージャン未経験で、全日程参加できる方

定員 20人(応募者多数の場合は抽選)

参加費 1300円(お茶代・資料代ほか(6回分))

申し込み 直接またはハガキに 「マージャン教室J、住所、 氏名、年齢、 電話番号を
明記し、 4月16日必着で〒270・1192市慨介護支援諜 (住持省略可)ヘ

固 介護支援諜D7186-1411

と
い
う
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
活
動
を

開
始
。
校
内
や
地
域
の
商
庖
に
も
呼

び
か
け
、
ア
ル
ミ
缶
や
新
聞
紙
、
段

ボ
ー
ル
な
ど
を
集
め
て
回
り
、
そ
の

姿
を
見
た
保
護
者
の
協
力
も
得
て
、

昨
年
を
上
回
る
収
益
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
を
代
表
し
て
市
役
所
を
訪

れ
た
7
人

(
写
真
)
は

「回
収
先
で

倉
庫
に
入
っ
た
と
き
大
量
の
虫
が
出

て
き
て
怖
か
っ
た
り
、
回
収
し
た
新

聞
紙
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
む
と
き
に
重

く
て
大
変
だ
っ
た
り
し
た
け
れ
ど
、

目
標
が
達
成
で
き
た
充
実
感
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

市
に
寄
贈
さ
れ
た
寧
イ
ス
は
貸
し

出
し
用
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

第2固
目
標
が
達
成
で
き
た
充
実
感
で
い

っ
ぱ
い

湖
北
中
学
校
2
年
4
組
、
廃
一面
回
収
の
収
益
で
市
巴
車
イ
ヌ
を
寄
贈

湖
北
中
学
校
2
年
4
組
の
生
徒
が
、

廃
品
回
収
に
取
り
組
ん
だ
収
益
で
寧

イ
ス
3
台
を
購
入
し
、

2
月
訂
日
、

市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ス
で
は
、
市
に
寧
イ
ス
を

贈
り
昨
年
3
月
に
卒
業
し
た
先
輩
の

「社
会
に
役
立
つ
行
動
を
し
よ
う
」

あ

び
....， 
ιー

あ

....， 
ιー

れ

れ

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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舗
毅

タ
イ
ト
ル
の
背
景
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
の
主
催
・
共
催
で
す
。

黒
は
、市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

-ー-
で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の

一
部
を
公
開
「
市
民
観
桜
会
」

日

3
月
却
日
開
日
時
i
現
時

所
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
日
番

-

M
番
ホ
l
ル

(
小
雨
中
止
)

費
無
料
(
チ
ラ
シ
や
ミ
ニ
コ
ミ
紙

な
ど
で
は

「協
力
金
1
0
0
円
」
と

な
っ
て
い
ま
す
が
無
料
と
し
ま
す
)

※
入
場
は
五
本
松
公
園
向
か
い
側
の

特
設
入
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
五
本
松
運
動
広
場
の
駐

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
場
内
で
は
喫
煙
や
飲
食
、
ペ
ッ
ト

の
持
ち
込
み
、
ゴ
ル
フ
な
ど
の
球
技

は
で
き
ま
せ
ん
。

主
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会

圃

吉
津
宮
7
1
8
4
・
2
8
5
6

※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前
8

時
却
分
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
7

1
8
5
・
5
0
0
0
コ
1
ド
番
号
8

4
9
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

映
画
「

h
o
m
e
」
と

小
林
兄
弟
に
よ
る
ト
l
ク
と
Q
&
A

日
・
所

3
月
幻
自
国
上
映
:・
①
H

時
・
②
口
時
、
ト
ー
ク
と
Q
&
A
:-

M
時
却
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

引
き
こ
も
り
の
兄
に
カ
メ
ラ
を

通
し
て
向
き
合
っ
た
弟
が
作
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
と
兄

弟
の
ト
l
ク
(
ト
l
ク
と
Q
&
Aは

映
画
鑑
賞
者
の
み
参
加
可
)

費

前

売

り
1
0
0
0
円
、
当
日
券

1
3
0
0
円
(
ト
ー
ク
と
Q
&
Aは

別
途
5
0
0
円
)

入
場
券
販
売
所

ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら

t1 怠第 1113号

日
・・・日時

所
・・・場所

が
、
イ
エ
ロ
ー
ハ

1
ト
、
チ
ャ
イ
カ

主

・

圃

ん
n
ド

m♂
・
秋
元
宮
0

9
0
・
9
3
7
1
・
1
8
8
9

田
村
映
二
作
品
展

タ
ム
タ
ム
ワ
ー
ル
ド

日
・
所

3
月
初
日
鯛

i
m日
冊
目

時
加
分

sm時
、
ア
ピ
イ
ホ
1
ル
(
イ

ト
l
ヨ
l
カ
ド
1
3階
)

費

無

料

※
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
教
室
あ
り
(
教

材
費
実
費
、
人
数
制
限
あ
り
)

主
・
圃
ア
ピ
イ
ク
オ
l
レ
宮
7
1

8
2
・
1
3
5
1

市
民
文
化
講
座
揺
曲
(
宝
生
流
)
の

講

座

生

に

よ

る

素

謡

会

日
・
所

3
月
お
日
冊
目
時
開
演
、

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
入
場
無
料
)

曲
目

竹
生
島
、
橋
弁
慶
、
紅
葉
狩
、

田
村
、
小
袖
曽
我
、
鵜
飼

圃

小

林
宮
7
1
8
5
・
2
2
3
0

地
域
の
和
を
広
げ
る
第
9
回

若
松
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
・
所

3
月
幻
自
国
日
時
却
分
S

M
時
、
ア
ピ
ス
タ
(
入
場
無
料
)

内

絵
画
・
写
真
・
手
芸
品
・
陶
芸

品
の
展
示
、
コ
ー
ラ
ス
、
手
話
ソ
ン

グ
、
童
話
、
フ
ル
ー
ト
・
バ
イ
オ
リ

ン
・
ピ
ア
ノ
な
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト

圃

梅
津
E
7
1
8
3
・
2
0
1
4

我
孫
子
盆
栽
山
野
草
ク
ラ
ブ

会

員

展

示

会

日

3
月
幻
自
国
・
お
日
制
9
時
1

日
即
時
(
入
場
無
料
)

所

菅
木
園
植
木
鉢
セ
ン
タ
ー
(
東

我
孫
子
駅
北
口
下
車
徒
歩
約
1
分
)

内

真
相
、
五
葉
な
ど
の
葉
物
花
物

の
盆
栽
、
早
春
の
山
野
草
類
の
展
示

圃

林

宮

7
1
8
2
・
8
5
2
0

(
叩
時
i
U時
)

内
・
:
内
容

種
・
:
種
目

リ
コ
ー
ダ
l

・ア
ン
サ
ン
ブ
ル・

ヴ
ィ
ヴ
ァ
I
チ
ェ
叩
周
年
記
姦
奏
会

日

4
月
3
日
出
U
時
開
演

所

ア
ミ
ユ
ゼ
柏
(
入
場
無
料
)

曲
目

腎
葉
(
パ

l
ド
)、
小
フ
ー

ガ
ト
短
調
(
バ
ッ
ハ
)
、
さ
く
ら
(
森

山
直
太
朗
)

指

揮

松
浦
孝
成
さ
ん

圃

出
口
宮
7
1
3
2
・
6
7
0
2

県
立
布
佐
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第

1
固

定

期

演

奏

会

日
・
所

3
月
幻
日
回
口
時
開
演
、

印
西
市
文
化
ホ
l
ル
(
入
場
無
料
)

曲
目

天
空
へ
の
挑
戦
(
ス
ミ
ス
)
、

ウ
ル
ト
ラ
大
行
進
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ

ー
メ
ド
レ
ー
ほ
か

圃

同
校
・
市
原
告
7
1
8
9
・
4

0
5
1
 

県
立
相
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第

お

固

定

期

演

奏

会

日

3
月
初
日

ω口
時
加
分
開
演

所

柏

市
民
文
化
会
館
(
入
場
無
料
)

曲
目

シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ツ
タ
ぬ
E
、

宝
島
、
ル
パ
ン
3
世
の
テ
l
マ
ほ
か

圃

同
校
宮
7
1
3
1
・
0
0
1
3

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

・

ア
ド
バ
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

日

3
月
幻
自
国
日
時
S
M時
加
分

所

中
央
学
院
大
学
(
参
加
無
料
)

内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
事

業
計
画
応
募
者
の
発
表
と
中
小
企
業

診
断
士
、
起
業
者
、
行
政
書
士
、
金

融
機
関
の
融
資
担
当
者
、
学
識
経
験

者
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

対

当
日
先
着
3
0
0
人

圃

市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
4
8

8
 ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座

日
・
所

4
月
日
日
1
7月
M
日
の

第
2
・
4
土
曜
日
目
時
5
日
時
却
分
、

湖
北
地
区
公
民
館
(
全
8
回
)

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

対
・
:
対
象
・
{
唇
員

持
・
:
持
参

対

却

人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

費

7
0
0
0
円
(
教
材
費
を
含
む
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に

「ふ
れ
あ

い
陶
芸
講
座
」、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

3
月

お
日
消
印
有
効
で
〒

2
7
o
l
-
-

6
5
並
木
7
の
8
の
比
小
林
達
郎
君

7
1
4
9
・
0
5
7
4

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

日
・
所

3
月
お
日
同
日
時
却
分
5

日
時
初
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

内

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な

ど
の
情
報
交
換

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
議
し
て
い
る

家
族
費

1
1
0
円
(
お
茶
代
)

圃

介
護
支
梗
謀
宮
7
1
8
6
・
1

4
1
1
 

麻
の
実
会
講
演
会

日

3
月
お
日
働
U
時
i
v
m時

所

保

健
セ
ン
タ
ー

内

「
が
ん
怠
者
と
そ
の
家
族
へ

S

緩
和
ケ
ア
病
棟
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

講
師
:・
吉
田
扶
美
代
さ
ん

(
国
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟

看
護
師
長
)

対

当
日
先
着
回
入

費

3
0
0
円

主
麻
の
実
会
(
が
ん
友
の
会
)

圃

保

健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
 

-R・:費用

講
演
会
「
単
独
で
世
界
6
周
を

成
し
遂
げ
た
ヨ
ッ
ト
マ
ン
」

日

4
月
日
日
冊
目
時

i
u時
却
分

所

市
民
プ
ラ
ザ
(
参
加
無
料
)

講
師
斉
藤
実
さ
ん

(
単
独
世
界

一

周
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
・
レ
ー
サ
ー
)

対

当
日
先
着
拘
人

主

N
P
O法
人
ア
ル
パ
ト
ロ
ス
ヨ

ッ
ト
ク
ラ
ブ

谷
口
宮
7
1
8
4
・
8
9
0
2

圃
健
康
菜
園
づ
く
り
親
睦
会

日

4
月
4
日
側
ロ
時
S
U時
、
以

降
土
昭
日
か
日
曜
日
・
年
目
回
程
度

(
雨
天
中
止
)
〈
参
加
無
料
〉

所

ニ
ニ
ギ
の
皐
(
北
新
田
)

内

芽
吹
祭
、
収
穫
祭
、
研
究
会
、

親
睦
会

持

飲
み
物
、
食
べ
物
、
敷
駒

申
・
圃

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
家
庭

菜
園
友
の
会
事
務
局
宮
町
7
1
8
5

.
2
4
3
5
 

親
子
キ
ャ
ン
プ
と
花
見
の
会

日

4
月
3
日
出
H
時
1
4
日
側
ロ

時

(
1
泊
2
日
)
〈
雨
天
中
止
〉

所

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
二

団
野
営
場
(
中
峠
・
芝
原
域
社
)

内

キ
ャ
ン
プ
(
設
営
や
野
外
料
理

な
ど
を
楽
し
む
)
と
花
見

対

小
学
生
を
含
む
家
族
、
先
着
叩

組費

1
人
5
0
0
円

持

寝
間
着
、
着
替
え
(
防
寒
服
含

む
)
、
洗
面
用
具
、
シ
ユ
ラ
フ
ほ
か

申
・
圃

電
話
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

我
孫
子
第
二
団
・
伊
藤
宮
7
1
8
8

・
Q
x
b
q
U
F
O

我
孫
子
剣
道
教
室

小
・
中
学
生
な
ぎ
な
た
教
室

日
・
所

3
月
初
日

ω日
時
日
分
1

日
即
時
品
分
、
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

対

小
・
中
学
生
、
先
着
お
人

申
・
圃

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
住
所
、

氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、

〒

2
7
o
l
-
-
4
2
泉
犯
の

2
沼

辺
志
保
子
宮
7
1
8
3
・
1
4
0
8

ち
び
っ
こ
教
室
親
子
で
遊
ぼ
う

4
月
刊
日
回
目
時
i
U時
初
分

所

湖
北
地
区
公
民
館
(
参
加
無
料
)

対

2
・
3
歳
前
後
の
お
子
さ
ん
と

母
親
、
先
着
加
入

持

お
茶
、
お
や
つ
、
上
履
き

圃

電
話
で
鈴
木
宮
7
1
8
7
・
1

9
5
3
 

全
国
友
の
会
我
孫
子
支
部

季
節
の
家
庭
料
理
講
習
会

日
・
所

4
月
か
ら
の
毎
月
第
2
火

曜
日
日
時

i
U時
、
天
王
台
北
近
隣

セ
ン
タ
ー

(
4
月
は
幻
日
・
全
日
回
)

対

先
着
包
人

費

1
万
6
5
0
0
円
(
叩
回
分
)

申
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2
7

o
l
l
l
6
4
つ
く
し
野
6
の
却
の

2
川
田
靖
子
宮
7
1
8
4
・
2
5
2

8
 

日
内
閣
府
膏
年
国
際
交
流
事
業

日
・
内

国
際
青
年
育
成
交
流
:・
9

月
、
日
中
背
年
親
善
究
流
:・
9
月、

日
韓
脅
年
親
善
究
流
:・
9
月
、
東
南

ア
ジ
ア
背
年
の
船
・:
9月

s
m月、

世
界
腎
年
の
船
・・・
平
成
刀
年
1
1
3

月対

交
流
活
動
を
円
滑
に
行
え
る
一

般
教
養
と
英
語
力
の
あ
る
日
本
国
籍

の
四
歳

5
却
歳
の
方

募
集
期
限

3
月
却
日
開

県
選
考
会

4
月
日
日
同

※
募
集
内
容
や
応
募
育
法
な
ど
、

詳

し
く
は
県
庁
県
民
生
活
課
包
0
4
3

.
2
2
3
・
2
3
3
0
へ
。

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

オトーフ報告会
団体の活動報告、管理・観察報告を行います。

日時 3月27日出午後1時30分から4時
蝿所手賀沼親水広場 「水の館J(参加無料)
内容基謂講演「地域在来の植物の保全・復元

とピオ卜ープJ講師…大野啓ーさん(千葉県
立中央博物館上席研究員)、ピオトープ内の管

理・観察の報告、手づくりゾーン参加団体の活

動報告 (4団体)

定員先着100人

主催我弼子市

申し込み・固電話またはファクス(恒月、氏名、

年齢、電話番号を明記)で、 3月25日までに
手賀沼諜・内線467剛7186-5222ヘ

Eあ説晶齢制鋤 説』

手賀沼ピオトープ(植生浄化施設)の報告会

を行います。

手賀沼ピオトープは、岡発戸新田の手賀沼沿

いにあり、ヨシなどの水生植物の浄化能力を利

用して沼の水を浄化する施設です。設置して5
年がたち、さまざまな生物も復活してきました。

報告会では、基調講演や手づくりゾーン参加

初心者対象のパソコン教室です。受講料入金後6カ月聞は、アシスタ

ン卜付きのパソコン開放問聞を優先的に利用して、受講内容を繰り返し

学習することができます(インターネットの接続は不可)。

蝿所・到す時間 市民プラザ、午前10時から午後7閏

※詳しくは、市民プラサ.に用意のパンフレットなどをご覧ください。

固 市民プラザ07183・2111(毎月第2・3木曜日は休館)
講座名 単元数受講料 対象
①パソコン入門 3 3，500円 初心者の方
②WORD2∞'2 5 8，000円
③EXCEL2∞'2 5 8，000円
④インターネット 4 5，500円
⑤文書管理 2 2，500円
※1単元は90分で、受講料はテキスト代と通信料を含みます。
※(!xg)③は再受講券1回分が別に付きます。

文字入力のできる方

市役所の電話番号ft7185-1111 

岳

人

あ

び

こ

初

心

者

登

山

教

室

日

5
月
か
ら
の
月
1
回
(
主
に
第

2
土
曜
日
)
〈全
6
回
〉

※
講
習

(
3
回
)
は
夜
間

2
時
間
、

山
行

(
3
回
)
は
日
帰
り
と
1
泊。

対

日

歳
以
下
の
方
、
先
着
目
人

費
講
習
は
無
料
、
山
行
は
実
費
(
交

日
・
所

3
月
お
日
同

s初
日

ω9

通

費

、

保

険

料

ほ

か

)

時

加

分

i
ロ
時
、
湖
北
台
中
学
校
武

申
・
圃

電
話
で
柴
宮
7
1
8
2
・

道

館

(
参
加
無
料
)

1
4
1
9
か
岳
人
あ
ぴ
こ
ホ
1
ム
ペ

対

小

学
校
4
年
生

i
中
学
生
の
防

l
ジ
7
2
q
¥
¥若
者
宅

hE-印
。
。
ロ
具
着
装
者
、
若
干
名

ロ

2
・ロ
0
・百
¥
lw
可
O
ロ
m
g
¥

圃

山
田
宮
7
1
8
4
・
3
9
3
6

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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3
つ
上
の
あ
兄
ち
ゃ
ん
が
大
路

き
で
、
マ
ネ
を
す
る
の
が
得
意
。

公
園
で
は
ブ
ラ
ン
コ
ガ
招
き
で
す
。

l

T
セ
ミ
ナ
ー

日

3
月
幻
自
国
M
時
5
日
時
加
分

所
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

(
野
田
市
中
根
)
〈
参
加
無
料
)

内

パ
ソ
コ
ン
関
連
資
格
の
現
状
や
、

企
業
内
の

I
T
化
と
背
景
、

「
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
」
の
取
得
メ
リ
ッ
ト
ほ
か

講
師
佐
藤
美
子
さ
ん
(
側
オ
デ
ツ

セ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
)

対
先
着
加
入

申
・
圃

電
話
で
き
わ
や
か
ワ
l
ク

の
だ
宮
7
1
2
1
・
1
1
8
4

ぼ
し
ゅ
う

~ -
国

家

公

務

試
験
名
国
家
公
務
員
I
・
E
-
E

種
、
国
税
専
門
官
、
労
働
基
準
監
督

官
、
法
務
教
官
、
航
空
管
制
官
、
刑

務
官
、
入
国
瞥
備
官
、
皇
宮
護
衛
官
、

航
空
保
安
大
学
校
学
生
、
海
上
保
安

学
校
学
生
、
海
上
保
安
大
学
校
学
生
、

気
象
大
学
校
学
生

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
人
事

院
関
東
事
務
局
第
二
課
宮
0
4
8
・

7
4
0
・
2
0
0
6
へ。

貝

神T
代ミ

り

な

荊

奈

ち
ゃ
ん

(
布
佐
・

1
歳
5
カ
月
)

あ
び
こ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

サ

ー

ク

ル

会

員

日
・
所

毎
月
第
1
・
3
土
曜
日
目

時
却
分
S
M時
却
分
、
ア
ピ
ス
夕
、

近
隣
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内

「
東
西
文
化
の
交
流
」
の
学
習

費

年

額

6
0
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト

代
別
途
)

申
・
圃

電
話
で
萩
原
告
7
1
8
4

.
1
3
8
6
 

ギ
タ
I
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

毎
月
第
2
・
4
火
昭
日
目

時
5
2時
、
久
寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

ギ
タ
l
の
練
習
、
演
奏
会
出
場

費

月

額

1
5
0
0
円

※
ギ
タ
ー
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
可
。

申
・

圃
電
話
で
我
孫
子
ギ
タ
1
サ

ー
ク
ル
・
安
達
宮
7
1
8
8
・
7
6

5
6
(見
学
後
の
申
し
込
み
も
可
)

詩
吟
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
木
曜
日
日
時
S
M時

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

指
導

渡
辺
龍
馬
さ
ん
(
日
本
吟
進

学
院
指
導
本
部
長
)

費

月

額

2
5
0
0
円

し
よ
う
ぶ
ん

申
・
圃

電
話
で
尚
文
吟
友
会
・
内

田
宮
7
1
4
9
・
4
0
6
6

佐
々
木

つ
ば
さ
翼
ち
ゃ
ん

(
柴
崎
・

1
歳
3
カ
月
)

あ
外
大
路
き
!
あ
兄
ち
ゃ
ん
大

路
き
!
う
ち
の
つ
ン
パ
ク
2
号
で

ー
す
日

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
火
曜
日
か
木
曜
日
M
時
加

分
S
M時
却
分

所
布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
(
利
根
町
布
川
2
9
5
8
の

1
)
ほ
か

費

月

額

3
0
0
0
円

持

N
H
K基
礎
英
語
I
・
E
-
E

の
い
ず
れ
か

申
・

圃
電
話
で
S
i
l
v
e
r
-

り
ん
ご

A
p
p
l
e
(銀
の
林
檎
)
英
会
話

ば
ん
の

・
伴
野
宮
7
1
6
9
・
3
6
6
1
、

秋
山
宮
7
1
6
9
・
5
7
3
9

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

毎
週
月
昭
日
日
時
却
分
1

日
時
初
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

講
師
外
国
人
女
性

対
先
着
若
干
名

費

月

額

3
0
0
0
円

申
・

圃
電
話
で
ト
1
キ
ン
グ
教
室

・
村
井
宮
7
1
8
5
・
2
8
4
9

(
見
学
後
の
申
し
込
み
も
可
)

英
会
話
・
英
語
学
習

サ

ー

ク

ル

会

員

日
・
所

月
2
回
の
月
曜
日
か
金
曜

日
目
時
加
分

1
日
時
加
分
、
湖
北
台

西
小
学
校
地
域
交
流
教
室

内

中

学
英
語
教
科
書
と
英
会
話
の

学
習
対

先

着
目
入

費

月

額

1
0
0
0
円
(
教
材
費
別

途
)
申
・

圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
英
語

同
好
会
・
堀
宮
郎
7
1
8
2
・
5
1

8
8
 

dk白ヒ也事 3月1日現在
.人口 132.351人 (+39人)
[うち外国人903人]

男 65.839人 (ー 5人)
女 66.512人 (+44人)
.世帯 50.248世帯(+3世帯)
※住民基本台帳人口・世帯数に外国人
登録者数・世帯数を加えた数値。
※( )内は前月との比較。

中
国
語
サ
ー
ク
ル
会
員

日

月

3
回
の
火
曜
日
、
経
験
者
:
・

ロ
時
叩
分
S
U時
却
分
、
初
級
:
・
日

時
加
分

i
H時

ω分

所
ア
ピ
ス
タ

対

5
歳
以
上
の
方
、
各
級
先
着
目

人費

月

額

3
0
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円
(
教
材
費
別
途
)

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
中
国

語
講
座
・
田
中
宮
附
7
1
8
7
・
5

8
6
2
 

中
国
語
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所
中
国
語
を
楽
し
む
会
(
初

級
)
:
・
毎
週
土
曜
日
日
時

1
日
時
、

中
主
購
読
会
(
中
級
)
:
・
毎
週
水
曜

日
目
時
i
ロ
時
、
市
民
会
館
ほ
か

対

各
級
合
わ
せ
て
叩
人
(
応
募
者

多
数
時
は
抽
選
)

費

月

額

6
0
0
0
円
(
教
材
費
別

途
)
申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
4
月

初
固
ま
で
に
侍
g
m
7
1
8
5
・
8

F
O
F
O
q
u
 

太
極
拳
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
土
曜
日
叩
時
1
日
時
初
分

所

市
民
体
育
館
武
道
場

内

気
功
と
太
極
拳

対

先
着
目
人

費

月

額

3
0
0
0
円
、
入
会
金
1

0
0
0
円
、
年
会
費
1
0
0
0
円

申
・
圃
電
話
で
楊
式
太
極
拳
ク
ラ

ブ
・
藤
田
宮
7
1
8
2
・
6
2
4
7

(
会
場
で
の
申
し
込
み
も
可
)

忘れずに納めましょう

項 目 納期限(口座憲嘗日)

介護保険料第10期31日(水)

国民健康保険税第10期31日(水)

水道料金 25日(木)
※納付を口i主張替にすると、納め忘れ
もなく便利です。ぜひご利用ください。

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

毎
週
火
曜
日
目
時
日
分
S

U
時
必
分
、
湖
北
地
区
公
民
館
(
原

則
月
4
回
)

内

初

心
者
向
け
の
ヨ
ガ

対

女

性

費

月

額

2
5
0
0
円
、
入
会
金
2

0
0
0
円

申
・
圃
電
話
で
湖
北
ヨ

l
ガ
・
渡

辺
宮
7
1
4
9
・
8
4
0
4

丹
田
呼
吸
健
康
法
会
員

日

毎
週
木
曜
日
日
時
S
M時
加
分

所
ア
ピ
ス
タ

対

日

人

(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

費

月

額

1
5
0
0
円

申
・
圃
往
彼
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

3
月
担

日
必
着
で
〒
2
7
O
l
l
l
4
2
泉

お
の
2
入
沢
道
子
宮
7
1
8
2
・
5

2
3
1
 
お
し
ら
ぜ

定

例

教

育

委

員

会

日

3
月
お
日
働
日
時
初
分
1

所
水
道
局
4
階
会
議
室

圃
教
育
委
員
会
総
務
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

献
血
に
ご
協
力
を

日

3
月
却
日
開
9
時
却
分
1
日
時

記
分
、
日
時

5
日
時
加
分

所
市
役
所
本
庁
1
階
ロ
ピ
l

圃
生
活
支
援
課
・
内
線
3
7
7

制審週(人島)，.誕生骨a
(我孫子警察署管内・2月29日現在)
2月の発生件数 49件
今年の発生件数(1月-) 88件
前年同期比 + 1件
2月の死者数 O人
今年の死者数 O人
前年同期比 一2人
2月の負傷者数 57人
今年の負傷者数 102人
前年同期比 + 1人

平
成
時
年
度
土
地
と
家
屋
の

縦

覧

帳

簿

を

縦

覧

日

4
月
1
日
制
i
羽
田
樹
、

8
時

却
分

s口
時
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
)

対

平
成
時
年
1
月
1
日
現
在
で
土

地
、
家
屋
な
ど
の
固
定
資
産
を
所
有

し
、
日
四
年
度
の
固
定
資
産
税
の
納
税

者
(
免
税
点
未
満
や
非
課
税
の
土
地
、

家
屋
の
所
有
者
を
除
く
)
、
納
税
者

と
同
一
世
帯
の
方
、
納
税
者
の
代
理

人
(
代
理
人
は
委
桂
状
が
必
要
)

持
本
人
確
認
で
き
る
も
の
(
免
許

証
、
納
税
通
知
書
な
ど
)

所
・
圃
課
税
課
・
内
線
3
3
8

千
葉
県
立
美
術
館
・
博
物
館
の

入
場
料
が
4
月
1
日
か
ら
有
料
に

。
県
立
美
術
館
、
中
央
博
物
館
(
分

館
を
除
く
)
、
現
代
産
業
科
学
館
、

房
総
の
む
ら
:
・3
0
0
円

(
高
校
・

大
学
生
は
1
5
0
円
)

。
中
央
博
物
館
(
分
館
)
、
関
宿
城

博
物
館
、
房
総
風
土
記
の
丘
(
資
料

館
)
、
大
利
根
博
物
館
、
総
南
博
物
館
、

安
房
博
物
館
、
上
総
博
物
館
:
・
2
0

0
円
(
高
校
・
大
学
生
は
1
0
0
円
)

※
小
・
中
学
生
は
無
料
。

※
企
画
展
な
ど
の
料
金
は
別
途
設
考

※
現
代
産
業
科
学
館
(
市
川
市
)
の

駐
車
場
も
1
時
間
却
分
ま
で
無
料
で
、

以
降
初
分
増
す
ご
と
に

1
0
0
円

(
大
型
車
は
3
0
0
円
)
と
な
り
ま
す
。

圃
県
教
育
庁
文
化
財
課
包
0
4
3

.
2
2
3
・
4
1
2
7

育
児
相
談
の
受
付
時
聞
を
訂
正

前
号
4
面
で
、

3
月
口
日
附
に
行

わ
れ
る
育
児
相
談
の
受
付
時
聞
が

「
9
時
日
分

s
m時
」
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
「
日
時
日
分

i
H
時」

に
訂
正
し
ま
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
7
・

1
1
3
1
 

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3E佐署E欝市民スタッフを'J'事集Jします
申し~み申込用紙(教育委員会に用意。
希望者にl描送)に必要事項を明記し、写
真を蹴のうえ〒270・1166我孫子1684
教育委員会文化課ヘ郵送または持参

※申し込みは随時受け付けていますが、委

嘱式と説明会への参加を希望する方は4月

16日必着でお申し込みください。
@量・式と脱閉会

平成16年度委嘱式と第1回全体会議
(事業説明)を行います。

日時・場所 4月24日出午前10時30
分から正午、市民プラザ

園教育委員会文化課O7185・1151

教育委員会では、市の芸術文化事業にご

協力いただける市民スタッフを募集します。

批判ン卜に興味ある皆さんの時を

お待ちしています。

対象 市内在住・在勤・在学で、芸術文化

事業に意欲を持って参加できる方

内容 コンサー卜などのイペン卜時の受け

付けや会場整理

※事業によっては、教育委員会からの依頼

に基づき、文化事業への企画運営スタッフ

としての参加も可能です。

※事業に協力していただいた際に、半日

500円、 1日1000円を支給します。

日時 4月24日出.25日(日)
場所手賀沼公園芝生広場

対象 :fE:木や園芸用品の販売・生産

を業務としている方(希望者多数の

場合は出庖内容のバランスを考慮し

て抽選)

出庖内容草花の菌、鉢植え等、植

木、園芸用品

申し込み・固電話または直接、 3

月24日までに公園緑地諜・内線

545ヘ

植木まつりの

ロ者を募

水道局と教育委員会

電話の取次方法が

変わります
3月29日明)から、水道局 (o
7184・0111)と教育委員会 (O71
85-1151)の電話取次が、実換手に

よるものから電話受付システム(音

声応答転送装置)に変わります。

音声案内に従って担当部署の番号

を選択していただくと、自動的に転

送されるようになります。

園水道局経営管理課O7184-0111

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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木 一蔽

伝統の技を今に伝える

象

-ー-

晶

日

本

パ

1
ド
カ
1
ピ
ン

昨
グ
協
会
会
長
で
日
本
職
人

。
川
名
工
会
会
員
の
内
山
春
雄

創
州
さ
ん
(
古
戸
在
住
)
が
制

例
ヌ
作
し
た
、
木
目
を
生
か
し

関
川
た
伝
統
工
芸
、

嘉

勢

初
ベ
作
品
展
が
ア
ピ
ス
タ
で
間

企

h
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
象
慨
は
、
木
の
持
つ
美
し
い
色

と
木
目
を
生
か
し
た
糸
鍵
盤
を
使
っ

て
、
事
乞
切
り
抜
き
、
別
の
色
の
木

片
を
巧
み
に
埋
め
込
ん
で
絵
に
仕
上

げ
る
伝
統
工
t
E
。
明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、
日
本
家
屋
の
欄
聞
や

配
読
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
木
象
般
の
技
を
継
承
す
る

方
は
極
め
て
少
な
く
、
日
本
に
2
人

し
か
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鳥

を
中
心
に
制
作
し
た
加
数
点
。
内

山
さ
ん
は
、

「自
然
の
木
の
色
や

木
目
を
生
か
し
た
木
象
献
を
た
く

さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

展
示
は
訂
固
ま
で
、
開
館
時
聞

は
午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
、
入

場
無
料
。

な
お
、
作
品
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
内
山
さ
ん
宮
7
1
8
7
・

6
6
0
5
へ。

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね

小
学
生
、
ガ
サ
ケ
の
稚
魚
を
版
流2月20日から3月10日にかけて、市内小学校の児童が、自分たちで

育てたサケの稚魚を利根川に放流しました。これは、子どもたちに飼育を

とおして命の大切さや思いやりを学んでもらい、川などの自然環境を守る

心力清まれるようにと、平成4年に我孫子第二小学校がはじめたのをきっ
かけに、各小学校が行うようになり今年で13年自になります。

2月26日には、我孫子第三小学校の児童たちが、「大きくなって無事
帰ってきてねJ(写真)などと、受精卵から育てた5an!まどの稚魚を放流
していました。

サケは、通常3年から4年ほと文平洋を回避し、産項目のため川のにおい

をたよりに、ふるさとの川ヘ戻ってくるといわれています。

留
学
生
が
先
生
・
γ

並
木
小
児
童
ト
ル
コ
の
留
学
生
と
交
流

...阪流しだサケの稚魚

がんばってます市民によるまちづくり
市民活動フェア!こ約1800人が来場

2月18目、並木小学校6年生のクラスにトルコの留学生(ザ

イモグル・デヴリム・オズレムさん)が講師として訪れました。

これは、「留学生が先生Jという教育プログラムで、留学生と小-
中・高校生たちが一緒になって、お互いの文化を学び、理解し、

尊重しあっていこうというものです。
本市では、平成6年に久寺家中学校がはじめたのをきっかけに、

現在は、全小・中学校で実施しています。

この日は、講師と一緒に卜jレコの踊りを踊ったり(写真)、日

本とはまるで違うトルコの文化や習慣などの話を熱心に聞いたり

していました。

2月28目、29日アビスタで、「自
分にできること気づき驚き新た

な出会いJをテーマに「市民活動フェ
アinあぴこJが開催されました。
このフェアは、市民活動を多くの

市民に知っていただき、新たな参加
者や支援者・理解者を増やすことを

目的に行われました。

来場者は、 2日間で約1800人。

実際に活動をしている団体のパネル

展示や活動発表などを熱心に見聞き

していました。

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは、
毎月20日(必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192市役所広報室(住所省略可)
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